
校訓「学びの光、前途を照らす」

東京都立光明学園 統括校長 島添 聡

学校における人材育成
～既存の仕組を活用した学校組織の活性化～



テーマの背景等について

• 学校の基本情報

• 現状分析



平成２９年に開校し8年目

東 京 都 立 光 明 学 園

母体２校の計１６５年の歴史を引継ぐ病肢併置校として再出発

日本初の公立肢体不自由教育校

東京市立光明學校

昭和７年に麻布で開校後、

昭和14年に当地（世田谷）へ

都道府県立健康学園の国内第1号

東京府立久留米学園

昭和11年に東久留米市で開園

平成２８年度に閉校、当地に機能移転し再編

学校概要



学校概要

•２つの教育部門と３つの学部
肢体不自由教育部門（小学部、中学部、高等部）

病弱教育部門（小学部、中学部、高等部）

•２つの拠点
本校（世田谷区松原）

分教室（世田谷区大蔵（成育医療研究センター内））

•５つの指導形態
肢体不自由教育部門（通学、在宅訪問）

病弱教育部門（寄宿舎、分教室、病院内訪問）
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学校概要（学区域）

肢体不自由教育部門：世田谷区、目黒区、渋谷区、港区の北西部、島しょ地区
病弱教育部門：都内全域（寄宿舎利用）



在宅訪問
２４名

(内：医ケア19名)

通 学
１７３名

(内：医ケア71名)

寄宿舎からの通学

9名
そ よ 風 分 教 室

２３名

 
病 院 訪 問

１２名

世田谷区
目黒区
渋谷区
港区北西部の方

世田谷区
目黒区
渋谷区
港区北西部の方
島嶼の方
（寄宿舎利用）

都内全域の方
（寄宿舎利用）

成育医療研究センター
に入院中の方

都内９区の
８病院等に入
院中の方

本 校 拠 点
世田谷区松原

分 教 室 拠 点
世田谷区大蔵

肢 体 不 自 由 教育 部 門 病 弱 教 育 部 門

光明学園の指導形態と人数規模 ２部門（各部門小・中・高３学部）、５指導形態 学級数７９学級 学園生総数２４１名 R6．5．１現在

寄 宿 舎



１４７人 ７４％

４５人 ２３％

５
人

３
％

肢部門全１９７名
の内訳（含訪問）
令和6年5月1日現在



本校
肢体不自由教育部門
通学籍の在籍者
全１７３名

７１名（４１％）
が医ケアを要する学園生 

71

102
医ケアなし
１０２名

医ケアあり
７１名

本校肢体部門の保健スタッフ体制

養護教諭       ２名
常勤看護師 ２名
主任非常勤看護師 ２名
総合非常勤看護師 ６名
非常勤看護師     ２６名

（一日平均：１７名）

令和６年度
光明学園 医療的ケアの対象・内容・実施体制
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注入

吸引

令和６年５月1日現在



令和5年度の学校経営

• 校長レクを実施
• 主な分掌主任と学部主任

• 主幹教諭及び主任教諭への訓示
• 職層や校内の配置により、求められる役割を自ら考えさせる

• 自己申告の分担を校長及び副校長で見直す



本校の教職員の現状（令和5年度）
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令和5年度の状況

• ５年度当初

・コロナ禍により外部の者や保護者の校内立ち入りを制限
・光明学園開校6年が経過し、多くの教員が異動
・他の障害種別からの異動者や新規採用教員が多くなった

・授業の意図を自分の言葉
で語れない教員が増加

ボトムアップを図る必要
• 5年度の方策

・一人1回の公開授業の実施
・指導略案の書式の統一と公開



一人一公開授業の実施
根拠に基づく授業づくりを目指す

• 全教員が年間１回以上、公開授業を実施

• 年次研修対象者

これまでどおりの指導案作成、授業者支援会議の実施

• 年次研修対象者以外

指導略案書式（統一）を「学習内容配列表」へ活用

• 職員室大型モニターにて当日の授業者を表示、職員朝会で周知



学校運営連絡協議会の活用（令和５年度）

• 令和５年度の重点取組について

• 次期（令和６年度～令和８年度）中期目標について

令和５年度第３回学校運営連絡協議会資料より 令和５年度第３回学校運営連絡協議会資料より



令和６年度の学校経営

• 校長レクを実施
• 主な分掌主任と学部主任

• 主幹教諭及び主任教諭への訓示
• 職層や校内の配置により、求められる役割を自ら考えさせる

• 一人１回の公開授業の実施

• 他学部や他校等の授業参観の実施（年３回）

• 若手教員を対象とした育成の方策を実施
• 新規採用教員対象とした本校独自のメンターの試行導入

• 非常勤教員を初任者研修担当として配置

• 産業医による若手教員との面談の実施



令和6年度 本校の教員の現状
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本校の教職員の現状（令和６年度）

• 対前年度比較

令和5年度 令和6年度

在籍年数 人数 割合 人数 割合

1年 29 22.8% 41 29.9%

2年 33 26.0% 28 20.4%

3年 31 24.4% 25 18.2%

１~３計 93 73.2% 94 68.6%

・在籍年数1年目の教員が増加した。
・在籍3年目までの教員数は、変わらない。
・教員全体に対する割合は、4.6ポイント低下

若手教員の育成は引き続き重要な経営課題である



本校の職層別教員の現状（令和6年度）
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光明学園版メンターの概要

本校の場合は、新規採用教員が多く１対１の関係を構築することが難し
いことから、学部等ごとのグループに対して複数のメンターを指名し、複
数対複数で行う。

◇ メンターの指名

概ね、若手研修（3年次研修）を終了した教員等から、学部の教員

配置を考慮して管理職から指名する。

◇ メンターと指導教員の違い

・メンターは、立場の近い教員が精神面も含めて寄り添うことが基本

・指導教員は、経験豊富な教員が指導計画や授業実践及び分掌業務など

教員としての専門性を向上させる立場から、指導的な関わりとなる



他学部や他校への授業参観（年３回）

• 令和５年度末の学校運営連絡協議会の提言に基づき、学校経営
計画の目標として設定

• 良い授業を参観し、自らの目標となる授業をイメージさせる

○ 都教委が企画する授業参観の周知
近隣の都立学校の公開授業、指導教諭の模範授業、東京教師道場の
公開研究会

○ 分掌（学習部）から
・授業者支援会議（研究授業後の協議会）のメンバーの人選で他学部
の教員を優先させる

○ 副校長から
・近隣の公立小学校、中学校、こども園の授業参観を企画し実施



次なる課題

• 若手教員（１～３年）を指導する中堅教員の育成

• 若手研修を修了した教員（４年目以降）の育成

令和６年度中の対応
○ メンターの成果発表
○ 他校での授業参観の成果還元
○ 東京教師道場の成果報告
○ 今年度までに全肢研、学会等で発表した
資料を全国公開研究会でポスター発表する

令和７年度の計画
○ 全国公開研究会での役割
・実践事例発表
・当日公開授業実施
・ポスター発表
・分科会企画

○ 関肢研、全肢研の参加促進
○ 都教育委員会の研究員、東京教師道場への参加

年度当初に選択
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